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生 徒 心 得 
 
 この生徒心得は高校生として守らねばならない生活全般についての最も基本的な基準を示し
たものである。本校生は在学全期間を通じ常にこの心得を遵守し、校内秩序の確立に寄与する
とともに、社会の有為な形成者として必要な正しい生活習慣を習得するよう努力する姿勢を忘
れてはならない。 
   

第 １ 編  服装規程 
 
  第 １ 章  制 服 

１. 本校生徒の制服は別表の仕様書によって作製されたものとし、格別に配慮される事由がなければこれを

着用する。 

２. 正装は、指定されたブレザー、長袖シャツ、ネクタイ・リボンタイ、スラックスまたはスカートを着用

し、別記のニットベスト・セーターは着用しない。      

３. 正装時を除いて、別表の仕様書に定める長袖シャツと同色無地の別メーカーのシャツを着用してよい。 

４. 夏季の略装は以下の通りとする。 

①正装からブレザーおよびタイを着用していない。 

②①において、ワイシャツに替えて別表の仕様書に定めるポロシャツを着用する。 

③①において、指定の長袖シャツと同色無地の半袖シャツを着用する。 

④別途指示があるもの。 

５. 別表の仕様書に定めるニットベスト・セーターの着用を認める。  

６. ストッキングについては、黒、紺、ベージュの無地とする。 

７. ソックスの色は白、黒、紺を基調とする。 

 
第 ２ 章 服装一般についての心得 

８. 夏季の服装の期間は６月より９月とする。なお、その具体的な日取りは、その年の気候、その他の条件

によって生徒指導部が判断し、事前に通知する。 

９. 通学時の履物は靴を使用し、下駄、草履、サンダル、ハイヒール等の使用は禁ずる。 

１０. やむを得ない事由によって定められた服装をすることができない場合は、保護者等よりＨＲ担任に届出

し許可を得る。 

１１. 登下校の際は原則として、制服を着用する。      

■冬制服   

○Ａ型ブレザー ・本校指定ネイビーブルー 

  ・２つ釦ひとつ掛け(オリジナル釦) 

  ・従来の男子向けサイズ 

   

○Ｂ型ブレザー ・本校指定ネイビーブルー 

  ・２つ釦ひとつ掛け(オリジナル釦) 

  ・従来の女子向けサイズ 

   

○Ａ型スラックス ・標準型 1 タック・ウエスマン付きループ 7 本 

  ・従来の男子向けサイズ 

   

○Ｂ型スラックス ・標準型ノータック 

  
・従来の女子向けサイズ 
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１２. 髪は清潔感のあるものとする。パーマ、染毛・脱色等による変色、加工は禁止する。 

１３. 化粧はしない。また、ピアス、指輪等の装身具や派手な髪飾りは身に付けない。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

○スカート ・１４本親子ヒダスカート(スカート丈はヒザ下とする) 

   

○シャツ ・本校指定長袖シャツ 

  

○ネクタイ ・本校指定ネクタイ(レジメンタルタイ) 

〇リボンタイ ・本校指定リボンタイ(レジメンタル) 

  

 ※以下任意購入品 

〇ニットベスト(紺) ・アクリル 30%  ウール 70% 紺地に白ライン 

〇ニットベスト(白) ・アクリル 50%  綿 50% 白地に赤ライン 

〇セーター(紺) ・アクリル 30%  ウール 70% 紺地に白ライン 

〇セーター(白) ・アクリル 30%  ウール 70% 白地に赤ライン 

  

■夏季略装   

○ポロシャツ ・ポリエステル 90%  キュプラ 10% 

  ・サックスブルー、ネイビーの２色 

 ・左胸にワンポイント刺繍 
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第 ２ 編  校内生活の規律 
 
  第 １ 章  登下校及び欠席等の手続き 
14.（登下校の時間） 生徒は始業５分前までに登校し、放課後、用事のない場合は居残りをし
ない。 

  ② 遅刻した場合は、職員室において入室許可証の交付を受け、その許可証を教室において
ＨＲ担任または教科担任に提示して入室すること。 

15.（外出の許可） 登校後は放課後までみだりに外出してはならない。 
 ② やむを得ない事由によって外出早退する場合はＨＲ担任に届出て許可を得ること。 
16.（欠席、欠課の届出） 欠席、欠課の際は事前に保護者より電話等で連絡すること。 
17.（休日、休暇中の登校） 休日、休暇中に登校する場合は事前に日時目的などを関係職員に
届出て許可を得ること。ただし、緊急の用件で登校する場合はこの限りではない。 

 
  第 ２ 章  授業を受ける心得 
18. （授業中の態度）授業中は規律ある態度をもって学習し、教室の秩序を乱すことなく、常
に自己の研さん、学力の向上につとめなければならない。 

  ② 授業中はすべて教科担任の指示に従い許可なくして教室に出入りすることを堅く禁ず
る。 

 ③ 欠講時には補講担当の教師の指示に従って学習し、たとえ自習時間であっても、私語、
喧騒にわたり他人に迷惑をかけてはならない。 

19.（試験中の不正行為の禁止） 定期、不定期を問わず各種試験に際しては不正行為をしては
ならない。 

20. （学校行事への参加）学校行事、生徒会及び部活動には積極的に参加し、正しい集団社会
の在り方とその中における個人の果たす役割を認識するとともに自己の特性の伸長のために
努力しなければならない。 

21. （図書館での学習）図書館での学習については館内での規律を守り他の生徒の迷惑になら
ないようにつとめなければならない。 

  ② 図書館については担当の職員及び図書局員の指示に従うこと。 
 
  第 ３ 章  校内生活の一般心得 
22. （礼儀についての心得）日常生活においては常に礼儀を重んじる生活態度を守り生徒間の
望ましい人間関係を樹立するとともに日々の礼儀正しい行動と正しい作法を身につけるよう
努力すること。 

 ② 来校者、職員に対しては勿論、生徒相互間においても言語動作を正し互いに挨拶を励行
すること｡ 

23.（職員室等への入室） 校長室、職員室、事務室などへの入室の際は正しい作法を身につけ
る修練の機会であるという認識に立って服装を正し、礼儀を忘れず、言葉は丁寧に且つ必ず
ノックすること。 

24.（静粛な態度） 他人の迷惑なるような高言、高歌、口笛奇声などの喧騒放縦な態度を慎む
こと。 

25. (校舎、校具の愛護） 校舎、校具の保全愛護を心がけ、もし破損紛失などの場合は直ちに
関係職員にその旨を報告すること。もしその行為が故意と認められた場合は懲戒を行う。又
故意でなくとも必要と認められる場合は賠償、修復をさせることがある。 

  ② 校具施設は丁重に扱い使用後の整頓を確実に行うこと。 
26.（美化清掃） その日の担当の生徒は清掃責任区域について誠意を持って行うこと。 
 ② 掃除担当責任者となった生徒は、清掃終了後その終了報告とともにその区域の状況につ

いても、ＨＲ担任又は担当教師に報告すること。 
 ③ 玄関等のロッカーの使用は清潔に整頓し丁寧に使用すること。 
27.（上靴と体育用靴との区別） 校舎内で使用する上靴は学校指定のものとし、体育用の外靴
は上靴と明らかに区別のつく運動靴とすること。 

  ② 災害時の事故防止の見地からも上靴のかかとを踏まないこと。 
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28.（食事時間の厳守） 校内での飲食は定められた場所、定められた時間内に行うこと。 
29.（物品の遺失と拾得） 学校において所持品の遺失や、または他人の物を拾得した場合速か
にＨＲ担任又は関係職員に届出ること。 

 
第 ３ 編  校外生活の規律 
 
  第 １ 章  校外生活の心得 
30.（夜間外出の制限） 夜間外出はできるだけさけること。やむを得ない場合でも２２時まで
に帰宅すること。 

  ② 外泊をしてはならない。やむを得ない事由で外泊する場合でも必ず保護者の許可を得る
こと。 

31.（映画、その他の興業物の鑑賞） 映画、その他の興業物の鑑賞については、その内容が健
全なものを選ぶこと。 

32.（生徒の旅行について） 休日、休暇日に行う生徒集団によるキャンプ、登山等は事前に担
任に申し出る。 

  ② 前項の行動には参加者の保護者、もしくは責任のある成人が指導監督のため同行するも
のとする。 

  ③ その他の旅行についても保護者の許可を得ることは勿論この場合も学校に届出ること。 
33. (アルバイトについて） アルバイトは原則として禁止するが、家庭の都合等の理由がある
場合は、別途規定に従うこと。 

  ② 希望者は許可申請書をＨＲ担任へ提出すること。 
 ③ アルバイトの内容について適宜ＨＲ担任に報告しその指導助言を得ること。 
34.（下宿生の心得） 下宿する生徒は保護者の同意のもとに事前にＨＲ担任に届出てその指導
を受けること。 

  ② 下宿の選択にあたっては地理的条件環境等を充分考慮するとともに、その際は保護者及
び関係職員の指導に従うこと。 

  ③ 下宿生の生活態度は特に厳正にし、娯楽、交際などが放縦にならないようにすること。 
35.（ギャンブル行為の禁止） ギャンブル的な行為を営業の主体としている場所への出入りは
勿論、自宅であろうともギャンブル行為の一切を禁止する。 

36.（浅海資源の密漁禁止） 浅海資源は漁民の財産であることを強く認識し浅海資源を密漁し
てはならない。 

 
  第 ２ 章  交通安全 
37.（交通道徳の遵法） 交通法規を守り事故の起こらぬよう常に心がけること。登下校の際は
いうまでもなく、下校後においても交通事故追放のために積極的に協力すること。 

  ② いかなる理由があろうとも無免許運転は絶対にしてはならない。 
38.（運転免許取得および運転） 在学中の運転免許の取得及び運転は原則として禁止する。た
だし、自動車免許取得については、別途規定を設ける。 

39.（乗物マナー） バスで通学している生徒は車内においては秩序を守り他の客に迷惑をかけ
てはならない。 

40.（歩行者としての心得） 右側通行、横断歩道の通行などの交通法規を正しく守ること。 
  ② 学校への通学路となっている道路では特に右側通行を行い交通事故や交通渋滞の原因と

ならないように気をつけること。 
41.(自転車通学の心得) 自転車通学については、届出ることとし、学校の指導に従うこと。 
 ② 通学のみならず、日常においても交通ルールやマナーを守り、交通安全に心掛けるこ

と。  
 
  第 ３ 章  各種店舗への出入制限 
42.（立入禁止の施設） アルコール飲料を供することを主とする飲食店及び、マージャン 
荘、パチンコ店等１８歳未満立入禁止場所に出入りしてはならない。 
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第 ４ 編  印刷物掲示、集会等の心得 

 

  第 １ 章  印刷物、掲示物 
43.（印刷物の発行） 新聞、雑誌その他一切の印刷物の発行及びその配布は、課外部活動につ
いては顧問へその他については直接生徒指導部へ届出てその指導のもとに行うこと。 

44.（掲示による公告） 学校が一定の場所に掲示したる内容は全生徒に公告したものと見なさ
れるから常に掲示物には充分注意すること。 

45.（課外部等の掲示） 生徒が掲示する場合には前もって生徒指導部に届出てその許可を受け
ること。 

  ② 前項の掲示は指定された場所に行うこと。 
 ③ 第一項の掲示は１０日間とし、期間経過後は掲示責任者がこれを除去すること。 
46.（掲示物の保全） 掲示物は丁寧に取り扱い無断で抹消除去したり或はこれに落書をしては
ならない。 

 
 第 ２ 章  集会及び団体活動 
47．(校内の集会) 校内における団体及び活動は生徒会に属するもの以外原則としては認めら
れない。 

48.（校内外の集会） 校内外の各種集会会合の主催及びそれへの出席はあらかじめ目的、計画
を明らかにして関係職員の指導を得ること。 

 
第 ５ 編  校内外生活の基本的な心得 
 
  第 １ 章  男女交際 
49.（男女交際の意義） 男女交際は健全なものでなければならない。 
50.（望ましい男女交際） 男女間の交際は、相互に良識をもち､かつ品位を失わない節度ある
明るいものでなければならない。 

  ② 男女交際は誤解を招くような行動を慎むこと。 
 
  第 ２ 章  飲酒、喫煙等の禁止 
51.（禁酒、禁煙） 校内外を問わずいついかなる場所においても飲酒、喫煙をしてはならな
い。 

52.（薬物乱用の禁止） シンナーや覚醒剤等の薬物については絶対に使用してはならない。 
  ② 48.49.の行為を目撃した場合は直ちに止めるように助言し、その場に同席したりしてそ

の行動を認めたと解される態度をとってはならない。 
 
  第 ３ 章  暴力行為の禁止 
53.（暴力行為の禁止） 争いは話合いで解決せねばならない。理由の如何を問わず暴力を行使
してはならない。 

 
  第 ４ 章  情報モラルに反する行為の禁止 
54.（インターネット等通信の利用） 他者の個人情報の開示や動画等の画像・音声の開示は
本人の同意なく行ってはならない。自身の情報についても慎重にすべきである。また噂・デ
マの拡散等、無責任な行為に加担してはならない。 

 
付 則 
１．この生徒心得は、平成１１年４月１日から実施する。 
２．平成１７年４月１日より一部改正し適用する。 
３．平成２４年４月１日より一部改正し適用する。 
４．平成２８年６月１９日より一部改正し適用する。 
５．平成３１年４月１日より一部改正し適用する。 
６．令和元年１０月２９日より一部改正（服装規定）し適用する。 
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７．令和３年４月１日より、一部改正（旧第４６条の廃止、第５編第４章の新設、文言訂正） 
  し適用する。 
 
                生徒指導 -４- 
別表２  諸届・許可願等の一覧表 

項 目 内    容 形     式 担     当 
 

備     考  

許 可 異      装 書     面 
 
担任  保護者による連絡 

届 

欠    席 生徒手帳参照 
 
担任  保護者による連絡 

遅    刻 書     面 
 
 〃 （職員室）  用紙あり 

早    退 〃 
 
 〃  用紙あり 

外    出 〃 
 
 〃  用紙あり 

許 
 
 
 
可 

各種集会会合 用 紙 あ り 

 
担任  生徒指導部 
顧問  

添付の必要あり 

校外団体加入 
又は行事参加 

〃  〃 

 
 
  

下校限度時間
以後の校内残
留あああああ 

〃 〃 

 
 
家庭の承認（連絡） 
  

アルバイト 〃 
 
担任  生徒指導部  家庭の承認 

キャンプ・登 
山等の集団行 
動あああああ 

〃 
担任  生徒指導部 
顧問 

付添の必要あり 
家庭の承諾書 

許 可 運転免許取得 用 紙 あ り 
 
担任  生徒指導部   

届 
旅    行 〃 

 
担任  家庭の承認 

下    宿 〃 
 
担任  生徒指導部  家庭の承認 

許 
 
可 

掲    示 現物持参承認印 
 
顧問  生徒指導部  

 
 

休日の校舎使
用あああああ 

用 紙 あ り 
 
顧問  生徒指導部 
 

登校者名簿に記載 

プリント等の 
印 刷 物 

口 頭 ・ 書 面 

 
担任  生徒指導部 
顧問  

 

報 
告 

事故及び補導 
を受けた場合 

口     頭 
 
担任  生徒指導部   

届 
住所・氏名 
下宿先、親権 

書 面 
 
担任   
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賞 罰 に 関 す る 規 定 

 
 １ 表 彰 
 
 学校長は、生徒がその本分を尽くし、他の生徒の模範とするに足ると認めた場合はこれを表
彰する。 
 
第１条 表彰の種類は次の通りとする。 
 １．皆勤賞   ２．その他の賞 
第２条 表彰の基準は次の通りとする。 
 １．皆 勤 賞 教科及び特別教育活動において在学中欠席、欠課（但し特別欠課は出席と

みなす）遅刻、早退のなきもの。 
 ２．その他の賞 校内外の生活において特に他の生徒の模範とするに足ると認められたも

の。又クラブ活動等において全国大会に出場し、優秀な成績をおさめ、全職員が認めた
者。 

 
 ２ 処 罰 
 
 学校長は生徒が校内外において、校則に違反し生徒の本分にもとる行為があった場合は、指
導のため懲戒を行なう。この場合その生徒に対しては、自己の非行を反省させ、社会的、個人
的、倫理感を理解させるとともに生徒の将来を考慮し、慎重な審議を経て、懲戒を行なう。 
 
第１条 懲戒の種類は次の通りとする。 
  1. 訓 告  ① 学校長訓戒  ② その他 
  2. 停 学  不定期停学 
  3. 退 学   
第２条 懲戒は次の行為に対して行なう。 
  1. 無断欠課数回に及ぶとき 
  2. 無断欠席数回に及ぶとき 
  3. 正当な理由なく出席常でないとき 
  4. 学業を怠り成業の見込みないとき 
  5. 試験において不正行為があったとき 
  6. 公共物破損の行為あったとき 
  7. 飲酒喫煙の行為があったとき 
  8. 暴力、脅迫の行為があったとき 
  9. 男女交際の意義を逸脱した行為があったとき 
 10. 窃盗の行為があったとき 
 11. 上記の行為に準ずる行為、または幇助する行為があったとき 
 12. 交通法規に違反したとき 
 13. その他生徒の本分にもとる行為があったときおよび学校の指示に従わなかったとき 
第３条 懲戒処分は、職員会議において校長が決定する。 
第４条 懲戒の申し渡しは、生徒及び保護者同伴のもとに行なうことを原則とする。 
第５条 指導期間中の生徒の指導は、主として生徒指導部及び学年団がこれに当たる。なお指

導のため次のものを提出させる。 
 １．反省日誌   ２．教育課題   ３．その他指導上必要なもの 
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アルバイト規定 
 
１．アルバイトについて 
    アルバイトは原則として禁止するが、家庭の都合等の理由がある場合は下記の条項に従い
許可する。 

 
２．アルバイトを許可する条件 
（１）成績会議において評価で１を有していない。 
（２）欠課時数が実授業時数の２割を超えていない。  
（３）服装・頭髪等において指導されていない。 
（４）１年次生は夏季休業開始以降の勤務となる。 
  
３．禁止及び不許可とするアルバイト 
（１）午後９時以降の勤務。 
（２）定期試験１週間前から試験期間の勤務（試験最終日、新聞配達は除く）。 
（３）学校生活（授業・学校行事等）に支障となる勤務。 
（４）アルコール飲料を供することを主とする飲食店での勤務。 
（５）アルバイト先で「泊まり込み」となる勤務。 
（６）労働基準法に違反する業務。 

① 深夜業務（午後１０時～午前５時）。 
② 酒席に侍する業務。 
③ 特殊の遊興的接客業（バー・キャバレー・クラブ等）における業務。 

 
４．アルバイトを許可された者の義務 
（１）学業をおろそかにしない。 
（２）欠席・遅刻・早退において指導されない。 
（３）服装・頭髪等において指導されない。 
（４）アルバイト生集会への出席。 
（５）家庭学習をおろそかにせず、生活習慣を崩さない。 
（６）アルバイト許可証の携行。 
（７）申請内容の変更ならびに退職した場合は担任に申し出る。 
 
５．アルバイト許可までの手順 
（１）希望者は保護者の承諾を得て担任に申し出る。 
（２）許可条件が満たされているか学年担任団の審議を受ける。 
（３）アルバイト許可願を受け取り、必要事項を記入し担任へ提出する。 
（４）生徒指導部の審議を受け、アルバイト許可証を受け取る。 
 
６．アルバイトの停止・退職について 
（１）無許可でのアルバイトは即時退職とし、再度の違反者は特別指導の対象とする。 
（２）許可された者の条件及び義務に違反した者についてはアルバイトを停止する。改善が見

られない場合は許可を取り消す。 
①評価で１を有した場合、次の成績会議まで停止。 
② 年度内で遅刻１０回に達した場合、その年次では停止。 

 
 
付 則 
１．この規定は令和４年４月１日から実施する（令和４年度以降の入学生に適用）。 
２. この規定は令和５年４月１日から実施する（令和４年度以降の入学生の評価の表示改訂に

伴い、評価規定を改訂し適用）。 
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普通自動車免許取得に関する規定 
 
１．普通自動車免許取得について 
   普通自動車免許取得については、生徒心得３５条に定められているが、卒業学年において
免許取得を希望する生徒が出た場合は下記の条項に従い許可する。 

 
２．普通自動車免許取得の手順 
（１）自動車学校通学希望調査により、希望者の把握と取得規程の確認 
（２）自動車通学希望調査書保護者等の自筆署名の提出 
（３）保護者・生徒対象の普通自動車免許取得説明会に出席 
（４）自動車学校通学許可申請書および誓約書の提出 
（５）通学解禁（１０月１日以降） 
（６）免許証の交付（家庭学習期間以降） 
  
３．自動車学校への通学を許可する条件 
（１）成績会議において評価で１を有していない。     
（２）申請時の欠課時数が実授業時数の２割を超えていない。 
（３）服装・頭髪等において指導されていない。 
（４）進学先から合格通知を受けている（進学予定者）。 
 
４．自動車学校への通学を許可された者の留意すべき事項 
（１）高校生としての本分を忘れず、言葉遣いや態度に注意し、他人に迷惑をかけない。 
（２）通学は１０月１日以降とし、授業に支障のない時間を利用する。 
（３）定期試験１週間前から試験終了時までは通学できない（試験最終日を除く）。 
（４）公安委員会の実施する学科試験の受験は家庭学習期間とする。 
 
５．普通自動車免許取得に関する処罰 

無許可での自動車学校通学は、特別指導の対象とする。また、許可する条件に違反した者
については通学を停止する。 

 
 
付 則 
１．この規定は令和４年４月１日から実施する（令和４年度以降の入学生に適用）。 
２．この規定は令和５年４月１日から実施する（令和４年度以降の入学生の評価の表示改訂に

伴い、評価規定を改訂し適用）。 
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小型特殊自動車運転免許の取得及び使用に関する規定 

１．小型特殊自動車運転免許の取得について 

標記の件については、以下の条項に従い許可する。 

 

２．小型特殊自動車運転免許取得の手順 

（１）免許取得希望者は、担任より学校が指定する許可願を得て、保護者の同意を確認し、

事前に担任を通じて提出する。 

（２）免許取得は、許可願が生徒指導部を通じ校長に許可された後に可能とする。 

（３）免許取得は担任が確認し、許可願に記録する。 

 

３．小型特殊自動車運転免許取得を許可する条件と留意事項 

（１）家業または親族が農業などで、生徒が従事するために必要であることを保護者が認め、

責任を負うこと。 

（２）免許取得や業務に従事することによって学業に怠りが生じないこと。許可願を提出する

直前の評価で１を有していないこと。 

（３）申請時の欠課時数が実授業時数の２割を超えていないこと。 

（４）服装・頭髪等生活において注意指導されていないこと。 

（５）免許の取得は１年次の夏季休業開始以降とする。 

 

４．補足 

（１）「小型特殊自動車運転免許」は、道路交通法に定められたものであり、同法が改定され

るときに本規定も改定する場合がある。 

資料 

小型特殊自動車とは、工場や市場での荷役や除雪、また農耕用のうち小型の規制があるもの 

具体的には、トラクターやコンバインなど 

道路交通法による免許の範囲は以下の通り 

特殊自動車で、車体の大きさが下欄に該当するもののうち、15キロメートル毎時を超える

速度を出すことができない構造のもの  

車体の大きさ 

長さ＝4.70メートル以下  

幅 ＝1.70メートル以下 

高さ＝2.00メートル以下（ヘッドガード、安全キャブ、フレームその他これらに類する装

置が備えられている自動車で、当該装置を除いた部分の高さが 2.00メートル以下のものに

あっては、2.80メートル） 

免許取得について 

視力等の条件あり、年齢１６歳以上で受験可能 教習はない（技能試験なし、適正と学科の

み） 

付則 
１．この規定は令和３年２月２０日より実施する。 
２．この規定は令和５年４月１日から実施する（令和４年度以降の入学生の評価の表示改訂に

伴い、評価規定を改訂し適用）。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%AD%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AB%E6%AF%8E%E6%99%82

